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Mission 
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2020年10月期  決算ハイライト 

業 績 

シェアリング
エコノミー 

ＫＰＩ 

 5期連続増収増益、売上高197億円（+12.4%）、営業利益10億円（+27.8%） 
 当期純利益6.5億円（+46.5%）全項目で過去最高を達成 

 3年連続増配予定 

 デコールCC.CRM3の販売は堅調に推移 

新プラットフォームサービス「GiG Works Basic」の提供を開始 

複数の大型継続案件を受注し本社スペースをプロフィットセンター化 

 シェアオフィス店舗数59店舗、会員数4,800 社を突破 

 北大阪エリア1,400坪超のシェアオフィス THE BASE 北大阪をOPEN 

  お仕事斡旋総件数 6,846,671件（当社創業来のお仕事紹介件数） 

 ユニークワーカー数 7,809名（2020年10月期累計） 

 総案件数（稼働Project数） 1,693件（2020年10月期累計） 

 シェアオフィス稼働率 89％ （2020年10月末時点） 

 ROEは14.9%から18.6%へ伸長 

 藤田観光㈱と業務提携、新宿・有明ワシントンホテル内にシェアワークプレイスをOPEN 

オンデマンド
エコノミー 
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損益計算書 

（単位：百万円） 

2016年度から5期連続増収増益  
当2Q･3Qで保険返戻益1.1億円、コロナ関連費用1.4億円を特別項目へ計上 
売上高営業利益率は前年比で0.6%増加（前期:4.5% 当期:5.1%） 
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事業別業績推移 

 オンデマンドエコノミー事業  シェアリングエコノミー事業 単位：百万円 
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オンデマンドエコノミー事業 

 サービス別売上高構成比 

スタッフィングサービス 
8% 

コールセンター 
31% 

プロフェッショナル 
26% 

フィールドサポート 
22% 

マーケティング 
13% 

売上高 
156億円 

コールセンター 
37% 

プロフェッショナル 
23% 

フィールドサポート 
16% 

マーケティング 
11% 

スタッフィングサービス 
13% 

売上高 
172億円 

2020年度10月期 2019年度10月期 
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ユニークワーカー数・斡旋数推移 

 ユニークワーカー数（FY2020積み上げ） お仕事斡旋数（創業来積み上げ） 

※スポットの受入派遣含む 
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シェアオフィス会員数・稼働率推移 

 ※ 稼働率はOPENしてから1年経過した拠点を対象に算出 

  2018/11 2018/12 2019/1 2019/2 2019/3 2019/4 2019/5 2019/6 2019/7 2019/8 2019/9 2019/10 2019/11 2019/12 2020/1 2020/2 2020/3 2020/4 2020/5 2020/6 2020/7 2020/8 2020/9 2020/10 

拠点数 54 54 52 52 52 53 53 53 53 53 53 57 57 57 59 59 59 59 58 58 59 59 59 59 

会員数 3,523 3,592 3,704 3,806 3,877 3,998 4,042 4,177 4,243 4,267 4,272 4,322 4,359 4,387 4,416 4,483 4,544 4,551 4,551 4,591 4,664 4,715 4,794 4,879 

稼働率 77.1% 78.6% 82.0% 84.6% 86.7% 90.3% 90.4% 92.6% 93.2% 92.4% 91.2% 91.1% 90.0% 91.2% 91.7% 92.6% 92.3% 90.8% 89.2% 88.3% 87.6% 86.5% 87.0% 88.5% 

ドロップ 
イン会員 

                            882 923 960 960 961 988 988 1,023 1,046 1,072 
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貸借対照表 

（単位：百万円） 

成長戦略投資を踏まえ財務基盤を強化 

総資産は前年比で25億円増加 
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業績・配当予想 

（単位：百万円） 
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流動化 
・虎ノ門本社をプロフィットセンター化   
・名古屋オフィスをサテライトオフィス化    

ファシリティ 

テレワーク 
 

・全社員を対象にテレワーク勤務を推奨 
 必要に応じてコワーキングスペース等を活用    

開設・増床 
 

・芝公園にコンタクトセンターを新規開設 
・キッティングセンターを増床し、セキュリティを強化    
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５Gの対応と今後の展望 

基地局建設は安全な工事を心掛けて 

【キャリ動向】 
・各キャリアは控え気味だった５G基地局建設に関し、FY21の 
 大幅増加計画の打ち出し 
 FY20（1万局）→FY21（5万局） 
 FY30までに35万局の工程推移予測を出したキャリアもあり 
 
【当社の対応状況】 
・第二種電気工事士免許取得者を増員し班体制強化  
 増員目標班数 8班→15班 
・協力会社の体制強化 
 協力会社増員目標数 1社→8社 
・新規工事依頼先の開拓営業も開始 
・5G関連受注数260件、完工数60件(2020年11月末現在) 
 コロナ影響、部材の出荷延期による工期の遅れが発生 

【注目ポイント】 
・5G技術を利用したサービスを行う為に必要なIoT関連機器の設 
 置・設定業務の増加 
→IoT機器設置単価は安いと予測されるため作業効率を上げる仕 
 組み作りが急務 
 
・ビル内、工場、倉庫などのローカル５Gインフラ構築工事の増加 
→キャリア以外の工事請負企業へのアプローチ開始。 
 

今後の展望：ローカル5G 

KYミーティング（危険予知活動） アンテナ工事施工例 

出所：総務省資料を基に作成 



【ＧＩＧＡスクール構想】 
・１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特別な支援を必要とする子供を含め、 
  多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育環境を実現する 
・これまでの我が国の教育実践と最先端のベストミックスを図ることにより、教師・児童生徒の力を最大限に引き出す 
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GIGA スクールの現状と今後 

【遅れている展開】 

※ 

■納品完了時期 

※「年内・年度内」の回答がなく「月別」について「その他」を回答又は回答がない自治体ついては、ヒアリング等の内容を反映している。 
※「年内・年度内」の回答がなく「月別」について「その他」を回答又は回答がない自治体ついて、公立学校情報機器整備費補助金の措置分(2/3)に相当 する数について、7自治体が年度内に納品が完了しない可能性がある。 

※Global and Innovation Gateway for All 

補正予算額 
令和元年度：2,318億円 
令和２年度：2,292億円 

出典）文部科学省GIGAスクール構想の実現に向けた調達及び活用に関する状況調査 

【当社の対応状況】 
全国的なPC調達遅れ、コロナによる導入影響もあるが、地方文教系企業を皮切りに受託開始し、さらに各社より現地対応 
（オンサイト対応）ニーズも拡がっており、さらなる受託につなげると共に、ICT支援員獲得も続ける。 

  
8月までに 
納品済み 

年内予定 [496自治体(27．4%)] 年度内予定 1,271自治体(70.2%)] 
9月 10月 11月 12月 その他 1月 2月 3月 その他 

全国 
37 

(2.0%) 
42 

(2.3%) 
78 

(4.3%) 
73 

(4.0%) 
271 

(15.0%) 
32 

(1.8%) 
149 

(8.2%) 
287 

(15.8%) 
704 

(38.9%) 
131 

（7.2%） 

 
文部科学省の発表では、2020年8月時点で納品が完了しているのは、1,811自治体のうち、2.0%の37自治体にとどまっており、 
整備目標から大きく乖離している。 

出典）文部科学省GIGAスクール構想の実現へ 
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GiG Works Basic  

ギグワーカー（働き手）とクライアント企業（発注者）の間で、仕事の受発注を
直接成立可能とするプラットフォーム

仕事の募集から、契約の締結、委託報酬料の支払いまでを一括してご利用可能
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AIリモート接客システム 

凸版印刷株式会社とギグワークス株式会社 
「AIリモート接客」で顧客の反応を可視化 

 
 

遠隔にいるスタッフがAIカメラ搭載の店頭サイネージから店頭の消費者に声かけ・
接客が可能な「AIリモート接客」システムの共同開発を開始
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4年連続 ”なでしこ銘柄” 取得 
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 多拠点サテライト「スマートオフィス」 

月２万円の定額制で利用できる業界最安値の法人向け 
 

多拠点サテライト 「スマートオフィス」 のサービスを開始 
 

藤田観光の系列ホテル15店舗を含む70拠点以上が利用可能 
 

～オフィスの再構築・理想の働き方を“投資ゼロ・サブスクリプション”で実現～ 
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都内主要エリア40拠点と郊外主要ターミナル22拠点の計62拠点に加え 
さらに今後も出店する全ての拠点を利用可能  

| スマートオフィスの特長 | 
 

●特徴１：設備投資ゼロ＆都心５区最安値*でオフィ 
     スのコストを削減 
 

●特徴２：60拠点以上のオフィスに１枚のカードで 
     アクセス可能 
 

●特徴３：企業の「生産性向上・BCP対策・テレワ 
     ーク対策」が今すぐ可能 
 

●特徴４：情報漏洩防止を配慮した多重セキュリ 
       ティ・防犯カメラ・防音対策 
     （個室・個室ブース） 
 

●特徴５：ワシントンホテル・ホテルグレイスリー 
         の 国内15店舗の客室もテレワークスペー 
                       スとして利用可能 
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配当金推移 

27 



株主優待 

28 



社会貢献 
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さまざまな業務の実績 
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ビジネスモデル 

Gig Economy 
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Life Style・Stageに合わせた働き方 

副業 

正社員 

フリー 
ランス 

テレ 
ワーク 

ノマド 
ワーク 

派遣 
社員 

在宅 

働き方改革 
＋ 

Diversity 

契約 
社員 

働き方はもっと自由でいい 
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事業リレーション 

働き方改革 
＋ 

Diversity 
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New Economy 

Gig × On-demand 

On-demand × Share 

Gig × Share 

・リコール対応 
・待機業務 
・Rescue Me! 

・バーチャルオフィス 
・在宅での入力業務 
・世論調査 
・ホテル併設型のコワーキング 

・タイムシェアコンタクトセンター 
・コワーキングスペース 
・キッティングセンター 

単発短期 即時対応 
Gig Economy 

On-demand 
Economy 

Sharing 
Economy 
資産共有 

・wifiトラブル対応 
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ギグワークス株式会社 会社概要 
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ボードメンバー 
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ボードメンバー(社外) 
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ボードメンバー(監査役) 
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 本資料における注記事項 他 
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